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○令和7年度の事業報告
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令和7年度実績報告 ～観光協会～

来場者数開催時期

１７，０００人令和7年7月19日～20日第11回 北の酒まつりinきたひろしま

３２，０００人令和7年8月9日～10日第44回北広島ふるさと祭り

６，０００人令和8年1月31日～2月1日第38回北広島ふれあい雪まつり

一般社団法人北海道きたひろ観光協会

・実績報告（入込客数）

・その他の取組

〇アンテナショップHUB運営
〇エスコンフィールド試合日における地域PRブースほか、

各種イベントへの出店
〇北広島駅、エルフィンパークへコインロッカーの設置
〇エルフィンパーク交流広場での手荷物預かり
〇エルフィンイルミネーション
（芸術文化ホール11月29日～3月31日、

エルフィンパーク12月6日～1月5日）
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令和7年度実績報告 ～地域おこし協力隊～

令和7年度の活動内容

「 Fビレッジハーフマラソン2025」

「 Fビレッジハーフマラソン2025・アフタープロギング」

・Fビレッジハーフマラソンで市内温浴施設連携し、会場と温浴施設を結ぶ無料送迎バスを運行、さらに
各施設で大会参加者特典などの飲食も用意。
・KUBOTA AGRI FRONTで「きたひろおやき」の販売。

・Fビレッジハーフマラソンの翌日にプロキング。
PlockaUp(拾う)+Jogging(走る)=Plogging→ジョギングとゴミ拾いを組み合わせた新フィットネス。
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令和7年度実績報告 ～地域おこし協力隊～

令和７年度の活動内容

「きたひろプロギング」
・市内を巡るプロギングイベントの開催。今年はエルフィンロード、西部地区、西の里地区で実施。
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「イベントカレンダー」
・北広島市内で開催されるイベント情報をまとめて紹介するイベントカレンダーを作製。



令和7年度実績報告 ～地域おこし協力隊～

令和７年度の活動内容

「きたひろおみやげ」
・市内で製造・販売されている菓子をまとめたお菓子セットや伊藤隊員のイラストのパッケージのコー
ヒーなどを開発。
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「訪日外国人へのアンケート」
・インバウンド施策に活かすため、基本属性や訪問目的などをアンケートにより聞取り。



令和7年度実績報告 ～プロモーション～

・シンガポール富裕層の来道ゴルファー誘客の為の招聘事業10月6日～9日に実施。
・令和7年10月6日（月）に各市町村のPR等を実施。

HGTC（北海道ゴルフツーリズムコンベンション）
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さっぽろ連携中枢都市圏観光協議会

・主に台湾市場を対象として、圏域内の観光・周遊促進することを目的する着地型商品の新規造成を行
い OTA サイトで販売。
・台湾市場へのプロモーションとして、台湾最大級の旅行博である台湾国際旅行博（ITF）2025へ出展。



令和7年度実績報告 ～プロモーション～
8

さっぽろオータムフェスト2025
・令和7年9月12日（金）～9月16日（火）の期間で出店。
・広島コンベンションビューローの来訪。
・広島観光親善大使と合同観光PRステージの出演。

ツーリズムEXPOジャパン2025in名古屋
・令和7年9月25日（木）～26日（金）にAichi Sky Expoで開催された観光イベントに参加。旅行会社
向け展示商談会を実施。



令和7年度実績報告 ～観光資源の活用～

ツール・ド・キタヒロ2025

・令和7年9月28日（日）「KITAHIRO AROUND」
開催場所 市内、⾧沼、南幌

ロングコース(約88㎞)
ミドルコース（約43キロ）

参 加 者 ロングコース200名 176名（定員200人）
ミドルコース100名 99名（定員100人）

初の2コース展開
定員を150人から300人に拡大

・令和7年6月8日（日）「KITAHIRO GRAVEL」
開催場所 北海道ボールパークFビレッジ内ウインドプラザ

ほか市内一円(約50㎞)
参 加 者 51名（定員50名）
去年に引き続き2度目のオフロードイベント
定員20人から50人に拡大
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令和7年度実績報告 ～観光資源の活用～

・10月5日（日）Muscle Fes（マッスル フェス）をエルフィンパークとゲートパークで実施。
・民間企業と連携をしながら、新たな交流人口を拡大する取組。

イベントの実施（民間企業と連携）

イベントへの出店（民間企業と連携）

・11月22日に「食べる・たいせつフェスティバル」に民間事業者と連携し出店。
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令和7年度実績報告 ～観光人材の育成～

きたひろ探求プロジェクト

市内の子ども達を対象に様々な「体験」の場を提供し、市の観光資源に対して、知識・愛着を持
つことによる「シビックプライド」の醸成につながる企画を実施。 ※シビックプライド＝
自分の住んでいる地域に対する市民の誇り
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○5月30日 大曲中学校の総合的な学習時間で「北広島市の観光に
ついて」ついて説明。

○7月17日 東部中学校の総合的な学習時間で「北広島市の観光に
ついて」ついて説明。

○8月9日～10日のふるさと祭りで「きたひろクイズ」を行い、北
広島の歴史などを学ぶ機会の提供。



令和7年度実績報告 ～観光人材の育成～

きたひろ観光サポーター制度（登録者数21名）

市民の観光まちづくりへの参画を促進するとともに、市の観光ＰＲや地域振興等に関する活動に対して
支援・協力をしていただける市民等を募集するため、令和6年（2024年）6月1日よりサポーターの募集
を開始。
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・10月24日に観光サポーターと直接顔を合わせて情報交換や意見交換ができる「きたひろ観光サポーター
Meeting」を開催。各自の活動に対する満足度や愛着の向上を目指す目的で行われた。
「私の推しキタヒロ」と「こんなイベント・活動がしたい！」についてディスカッションを、お土産には
「きたひろおやき缶バッジ」と北広島の「風景カード」を配布。

観光サポーターの役割は、
1.ＳＮＳ等を活用した市の観光資源についての自主的な情報発信による観光ＰＲ
2.市の観光ＰＲ等を目的としたイベント等の運営
3.その他の市の観光振興や地域振興等に資する取組



○令和8年度の事業展開
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観光推進事業 ～観光協会への補助～
第45回北広島ふるさと祭り
例年８月に開催している夏まつり。会場は、市役所・市民交流広
場。ステージ発表や子ども盆踊り、キッチンカーの出店など、市
を代表する夏のイベント。

第39回北広島ふれあい雪まつり
毎年2月に開催される冬まつりで、ジャンボ滑り台に幼児用滑り
台など、雪国ならではの遊びがいっぱいです。

2026北の酒まつりinきたひろしま
姉妹都市東広島市と北海道の日本酒が飲み比べ放題。

観光案内の実施
エルフィンパーク市民サービスコーナーで観光案内を実施。
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観光推進事業 ～地域おこし協力隊～

活動予定内容
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「きたひろプロギング」
・市内を巡るプロギングイベントの前年引き続き開催予定。

「Fビレッジマラソンとの連携」
・大会前後にプロギングを実施予定。
・Fビレッジハーフマラソンで市内温浴施設連携し、会場と温浴施設を結ぶ無料送迎バスの運行に加え、
ランナー向けの宿泊プランも用意。

「イベントカレンダー」
・北広島市内で開催されるイベント情報をまとめて紹介するイベントカレンダーを作製。

「海外へのPR」
・台湾や香港向けて、繁体字でのSNS発信。

「インバウンド受入れ環境の整備」
・市内店舗などに外国語表記を行うなど、訪日客が安心できる受入環境づくりを行う。



観光推進事業 ～プロモーション～

・北海道運輸局、札幌市、千歳市、苫小牧市、北広島市、北海道ゴルフ観光協会で構成。
・令和7年度はアジアゴルフフレンドリーマッチ（国別団体戦、個人戦、ジュニアの部）を実施予定。

HGTC（北海道ゴルフツーリズムコンベンション）

さっぽろ連携中枢都市圏観光協議会

・札幌市と近隣11市町村（小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、
新篠津村、南幌町、⾧沼町）で構成。
・モデルコースの紹介、プロモーション（台湾と香港）、台北国際旅行博（ITF2026）への出展。
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・新規で「きたコン」（アニメフェス）を開催予定。
・昨年に引き続きMusle Fes（体づくりのイベント）を開催予定。
・民間企業と連携をしながら、新たな交流人口を拡大する取組。

民間企業との連携



観光推進事業 ～プロモーション～

・北広島の特産品を販売するなど、観光ＰＲを実施する。
・令和7年度は観光協会に委託し、出展者の募集を行った結果(株)エーデルワイスファームとなった。
・令和8年度も観光協会により出展者の募集を行う予定。
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さっぽろオータムフェスト2026 9月11日～10月3日（9月11日～9月15日出店予定）

観光パンフレットの作成

・現行の観光パンフレットは最新が2023 年版のため、更新を行う。
・日本語版のほかに、外国語版も作成予定であり、スマートフォンでも閲覧可能予定。



観光推進事業 ～観光資源の活用～

・令和4年、世界的なサイクルブランドのスペシャライズドジャパン、観光協会、市の3者による
「サイクルツーリズムの推進に関する連携協定」を締結。ツール・ド・キタヒロを開催。
・令和8年度 9月開催予定 これまでのグラベルとロードをまとめて参加者も拡大する予定。
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ツール・ド・キタヒロ



観光推進事業 ～観光人材の育成～

きたひろ探求プロジェクト

きたひろ観光サポーター制度

・市民による観光まちづくりを推進するとともに、市の観光PRや地域振興等に支援・協力していた
だける市民等を募集するためサポーター制度をブラッシュアップしていく。
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・市内の子ども達を対象に様々な「体験」の場を提供し、市の観光資源に対して、知識・愛着を持
つことによる「シビックプライド」の醸成につながる企画を検討。
・年複数回に分けて、観光資源を活用した体験・発見・学びの機会を提供。


